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1Pd（Pure Data）とは

Pd（Pure Data）はMiller Pucketteが開発しているオープン・ソースのグラフィカルなプログラミ

ング環境です．プログラミングの基本となるのはデータの流れ，すなわちデータ・フローで，デー

タの入出力と処理を備えたオブジェクトと呼ばれる箱の間を線でつなぐことによってプログラミン

グを行います．

Pdはもともと前衛的なコンピュータ音楽のためのソフトウェアとして開発されたMax/MSPの流

れを汲んでおり，ディジタル信号処理（Digital Signal Processing＝DSP）に強いという特徴をもっ

ています．また，開発作業そのものをGUI上で行うため，できあがるプログラムも自然にGUIの操

作環境になるという手軽さもあります．

こうした特徴を活かし，本書ではPdをトランシーバの音声入出力に接続するソフトウェアDSP

ツールの開発環境として使う方法を中心に，無線運用でのPdの応用例を紹介していきたいと思いま

す．

ノイズの多いHF帯での受信ノイズ低減や送信時の声質調整など．最近のリグ（無線機）ではDSP

による音声処理の恩恵を受けられるものも多くなってきました．しかし，ハンディ機やDSP普及以

前のリグではなかなかそうもいきません．

一方で，Turbo Hamlogをはじめとしたロギング・ツールや，RS232C経由でのリグ・コントロー

ル・ソフトを使用するためにPCを併用した運用を行う場面は増えています．PC上で手軽にDSPソ

フトウェア開発ができるPdを使ってみない手はありません．

本書では，まず，受信音声に含まれる背景ノイズやビート音の除去を行う簡易DSPを実現する

パッチ（Pdのプログラム）を組む作業を詳細に説明していきます．この作業を通じて，Pdの使い方

や，音声処理におけるPdの処理の考え方を体得していただければと思います．続いて，Pdでさま

ざまなパッチを組むための若干のコツを説明し，最後に解析や送信音声処理を含むいくつかの応用

例を紹介します．

それでは，早速Pdの世界に入っていくことにしましょう．

本書ではPdの使い方として，図1-1のような接続でリグからの音声をパソコン（PC）上のPdで処

理し，スピーカやヘッドホンに出力する形態を主に想定します．

PC上で動かすPdは，入力された音声信号を処理して出力に出すという使い方をします．このた

め，PCのライン入力からきた音声信号がPdを経由せず直接PC音声出力に出ていかないよう，PC

のミキサ設定を適切に行っておく必要があります．

信号の流れの概念図は図1-2のようになります．Windowsミキサの録音側と再生側の設定をうま

く行い，ライン入力から入る信号がPdを通ってWAVE出力に出るように設定し，再生側ではライ

ン入力からの直接の出力をミュートします．具体的な設定については後述します．1-1 Pure Data（Pd）について

1-2 本書で想定する使い方

リグの音声出力 

PCライン入力 PC音声出力 

ヘッドホン・スピーカ 

図1-1 本書で想定しているPdの利用環境

ライン入力 ライン入力 

WAVEPd

Windowsミキサ 
録音側 

Windowsミキサ 
再生側 ミュートする 

図1-2 信号の流れの概念図

yoshizawa
テキストボックス
このＰＤＦは，ＣＱ出版社発売の「グラフィカル言語PureDataによる音声処理」の一部分の見本です．
内容・購入方法などにつきましては以下のホームページをご覧下さい．
<http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/books/12/12431.htm>


http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/books/12/12431.htm
yoshizawa
mihon




